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特
　
集

必
要
と
さ
れ
る

観
光
協
会
を
目
指
す
！

▲たけはら観光案内所



特
　
集

竹
原
観
光
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る

一
般
社
団
法
人
竹
原
市
観
光
協
会
を
訪
問
し
、

藤
井
会
長
と
堀
川
副
会
長
に
竹
原
観
光
の
現
状
と
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
課
題
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

竹原市観光協会会長

藤井 善文さん

竹原市観光協会副会長

堀川 大輔さん

Q  
竹
原
市
観
光
協
会
の
概
要
を 

 
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
会
長
、
副
会
長
３
名
、
専
務
理
事
１
名
、
監

事
２
名
、
理
事
20
数
名
の
体
制
で
竹
原
市
の
観

光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
会
員
資
格
は
竹
原
市
の
観
光
振
興
に
賛
同
頂

け
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
良
い
で
す
。
会
員

は
法
人
会
員
と
個
人
会
員
が
あ
り
、
現
在
の
会

員
数
は
２
１
６
名
で
す
。

Q  

竹
原
市
観
光
協
会
の
事
業
に 

 

つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
か
ら
竹
原
花
火
大
会
の
開
催
に
併
せ
て
、

ピ
ー
ス
リ
ー
ホ
ー
ム
バ
ン
ブ
ー
総
合
公
園
の
芝

堀
越
議
員
・
蕎
麦
田
議
員
が
聞
く

竹
原
市
観
光
協
会

生
広
場
で
、
地
元
の
飲
食
店
が
出
店
す
る
花
火

大
会
の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
好

評
だ
っ
た
の
で
今
年
も
開
催
し
、
多
数
の
方
に

楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
竹
原
市
の
活
性
化

の
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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Q  

竹
原
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
方
法
と 

 

内
容
に
つ
い
て
、教
え
て
下
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

か
ぐ
や
姫
に
市
内
外
の
各
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し

て
も
ら
い
、
竹
原
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
映
像

媒
体
を
充
実
さ
せ
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
気
ア
ニ
メ
「
た
ま
ゆ
ら
」
を
題
材

と
し
た
新
た
な
観
光
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
お
り
、
「

た
ま
ゆ
ら
」
を
通
じ
て
、
竹
原
の
魅
力
を
発
信

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q  

竹
原
市
の
観
光
資
源
は
ど
ん
な 

 

も
の
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

　
竹
原
市
に
は
水
産
物
、
農
産
物
、
伝
統
的
建

造
物
、
海
や
多
島
美
等
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
優
良
な
食
材
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
食
材
に
高
付
加
価
値
を
付
け
て
、
観
光
客

に
提
供
で
き
る
高
級
店
の
誘
致
や
飲
食
店
の
活

性
化
な
ど
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q  

活
動
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る 

 

も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

　
近
隣
の
市
町
と
の
連
携
を
進
め
、
広
域
連
携

で
観
光
客
を
誘
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
大
崎
上
島
町
と
の
連
携
を
強
め
た
い

で
す
。

Q  

竹
原
市
へ
の
要
望
等
は 

 

あ
り
ま
す
か
。

　
活
動
し
た
い
こ
と
は
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、

専
業
で
対
応
で
き
る
人
員
が
少
な
く
、
活
動
予

算
も
少
な
い
の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
支
援
を
し

て
頂
き
た
い
で
す
。

Q  

観
光
協
会
の
こ
れ
か
ら
の 

 

活
動
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
竹
原
市
内
各
地
域
で
の
祭
り
を
開
催
し
た
い

で
す
。
現
在
の
計
画
は
、
吉
名
学
園
の
生
徒
に

企
画
を
依
頼
し
て
、
吉
名
地
区
な
ら
で
は
の
祭

り
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
に
地

域
の
祭
り
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域

に
対
す
る
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
人
を
育
む

行
事
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
数
を
増
や
す
こ
と
も
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
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令和５年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　　委員長　今田　佳男　　副委員長　村上　まゆ子

●審査スケジュール
　9/ 3 正副委員長互選
 日程・資料請求
　9/17 詳細審査　総務部・企画部
　9/18 詳細審査　市民福祉部
　9/19  詳細審査　 

教育委員会・建設部
　9/24 総括審査・討論・採決

総
括
審
査
の

様
子
は
動
画
で

み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
!

●決算特別委員会には
・ 議案第57号　 令和5年度竹原市歳入歳出決算認定

について
・ 議案第58号　 令和5年度竹原市下水道事業決算認

定について
の2議案が付託され、議案第57号は賛成多数で、議
案第58号は全会一致で認定することに決しました。

■ 歳入歳出決算認定について（議案第57号）

■ 下水道事業決算認定について（議案第58号）

資本的収入額（翌年度繰越財源を除く）が資本的支出に対して不足する額は、当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額、繰越工事資金、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金で
補填した。

※令和5年度決算の概況は、広報たけはら12月号でも公表されます。

会　　計　　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額
一 般 会 計 17,944,231,063円 16,186,274,191円 15,613,529,725円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,992,102,000円 2,901,426,079円 2,889,260,009円

貸 付 資 金 特 別 会 計 5,548,000円 4,624,164円 4,624,164円

港 湾 事 業 特 別 会 計 63,132,000円 62,135,913円 43,767,576円 
公共地先行取得事業特別会計 1,000円 0円 0円 
介 護 保 険 特 別 会 計 3,626,456,000円 3,467,885,878円 3,365,919,583円 
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 524,486,000円 518,401,318円 516,836,172円

区　　　分 収入決算額 支出決算額
収益的収入および支出 575,430,034円 574,769,964円

資本的収入および支出 654,350,105円 589,056,344円

討　　論
●反対討論
　地方自治体の仕事は、住民の福祉の増進を図る
ことです。高齢化が進む一方で、労働者不足が深
刻さを増しているため、介護を受ける側も、する
側も誰でも気軽に安心して利用できる介護サービ
ス・介護制度の構築を強く求めます。また、市民
サービスを支える市職員の勤務条件、労働環境の
改善が取り組まれていません。竹原市の行政執行
の業務量に対する適正な人事配置を行い、職員の
健康管理と市民サービスの質量の拡充を強く求め
ます。

松本　進

●賛成討論
　令和5年度の一般会計決算は、156億1352万
9725円となりました。主な事業としては、庁舎移
転事業、電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援
給付金、緊急自然災害防止対策事業などがありま
した。既存の基金残高から発生する運用利子やふ
るさと応援寄付金などを積み立てるなどし、基金
残高は4年連続で増加しています。今後も災害を見
据えた環境整備を定期的に行いながら、急な災害
に耐えることができるよう有利な財源の活用に努
め、市民を守り、市民の未来のための事業計画と
事業実施を期待いたします。 

村上　まゆ子
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令和５年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　　委員長　今田　佳男　　副委員長　村上　まゆ子

緊急浚渫推進事業が最終年度となるが、
令和7年度以降も継続して竹原市の強靭
化対策のために一般財源で対応して頂
けるのか。
制度終了後は、一般財源による維持管理の中
で予算状況、事業規模を勘案しながら、優先
度を定め、効率的な維持
管理を行いながら、国、
県に制度設計を求め、事
業計画の推進に必要な財
源確保に取り組んでまい
ります。

令和5年度の成果は。また、地域との連携は。
令和5年度は6社が環境関係の技術開発など
地域課題の解決や新たな事業の創出に向けた
実証事業を行い、令和6年度も6社が本市で
の活動を継続し、雇用の創出や移住につなが
っている。中学生に新しい技術やアイデアに
触れる機会を提供しており、広島大学発のス
タートアップが本市で実証
活動を行う予定である。今
後も市内事業者との協業に
よる実証活動を進めていき
たい。

近年緊迫する災害対応や長期休暇する
職員の代用、公務員の担い手不足等を
考え、正規職員を増やしていくべきで
はないか。
人件費の増加の影響を考慮しながら、正規職
員、会計年度任用職員が担っていく業務を精
査する中で、必要に
応じて正規職員の増
員についても検討を
進めて参ります。

以前、行政監査結果報告書で物品購入
について、契約規則が守られていない
事例があるとの指摘があったが、令和5
年度ではどのように改善されたのか。
このことは重く受け止めており、ご指摘を受
けた後、改めて各課で契約規則等に基づく契
約事務が進められるよう周知しました。今後
も各管理職が目を光らせながら、財政課、会
計課でのチェックもしっかりとして、適正に
事務が執行されるように努めてまいりたいと
考えております。

❶緊急浚渫推進事業に要する経費について ❹未来企業人材育成事業補助金について

令和6年度では、市税徴収額が約3億円
の減少が見込まれる中、今後の各自主
財源確保に対してどのように取り組ま
れるのか。
少子高齢化や人口減少、固定資産税の減少が
見込まれている中、債権確保対策委員会で目
標収納率を設定し、引き続き休日などの徴収
を行いながら、特に現年度分における納税の
取組が滞納額が膨らむことを防ぐことにつな
がるため、より重点をおいて対応している。

❷市税等の自主財源の確保について

❸人事管理に要する経費について ❻物品調達に要する経費について

持続可能で、若者が参入して耕作放棄
地を無くし、農業が維持できるように
するためにどのようにされているのか。
国から優遇施策も出されていますので、活用
して支援することにより、まずは有機肥料や
減農薬に挑戦する農業者を増やしていきなが
ら、有機農業へと繋げていきたいと考えてい
ます。今後も国や県関係団体等と連携して、
鳥獣被害対策をはじめ、申請事務などで農業
者を支援してまいりたいと考えています。

❺農業振興対策に要する経費について
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議案
番号 議案名等 議案等の概要

付
　
託

委
員
会

平
　
井

村
　
上

蕎
麦
田

下
垣
内

今
　
田

山
　
元

高
　
重

堀
　
越

川
　
本

大
　
川

道
　
法

吉
　
田

宇
　
野

松
　
本

議決
結果

報告
第 9 号

損害賠償額の決定につい
て

車両損傷事故について損害賠償の額を定める
ため専決処分したので報告するもの － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 10 号 債権放棄の報告について 令和 5 年度に竹原市債権管理条例に基づき放

棄した債権について、議会に報告するもの － － － － － － － － － － － － － － 原案
報告

報告
第 11 号

令和 5 年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金
不足比率について

令和 5 年度決算に基づく健全化判断比率及び
資金不足比率について、議会に報告するもの － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

議案
第 50 号

竹原市監査委員の選任に
つき議会の同意を求める
ことについて

竹原市監査委員中　中本英三委員は、令和 6
年 11 月 4 日をもって任期満了につき、その後
任委員の選任について、議会の同意を求める
もの（中本英三氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

同意

議案
第 51 号

広島県後期高齢者医療広
域連合規約の変更につい
て

行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律等の一部を改正
する法律の施行に伴い、被保険者証が廃止さ
れることから、関係地方公共団体と協議の上、
広島県後期高齢者医療広域連合規約を変更す
ることについて、議会の議決を求めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ 退

席
原案
可決

議案
第 52 号

工事請負契約の変更契約
の締結について

楠通地区浸水対策事業雨水ポンプ場機械設備
整備工事において、塩害対策を施工すること
に伴い、工事請負変更契約を締結することに
ついて、議会の議決を求めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 53 号

特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改
正する条例案

竹原市鳥獣被害対策実施隊員の報酬の支給対
象を拡充するとともに学校薬剤師の報酬の額
を改めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 54 号

竹原市国民健康保険条例
の一部を改正する条例案

行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律等の一部を改正
する法律の施行に伴い、被保険者証が廃止さ
れることから、条例中における引用条項等の
整理を行うもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ 退

席
原案
可決

議案
第 55 号

竹原市市営住宅設置及び
管理条例の一部を改正す
る条例案

竹原市市営住宅長寿命化計画において用途廃
止の方針が決定している上市住宅について、
全入居者の移転が完了し、令和 6 年 8 月に建物
を解体したことに伴い、当該市営住宅を用途
廃止するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 56 号

竹原市個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正
する条例案

生活保護法の一部が改正され、進学準備給付
金が進学・就職準備給付金に拡充されたこと
に伴い、必要な字句の修正を行うもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 57 号

令和 5 年度竹原市歳入歳
出決算認定について

地方自治法第233条第3項の規定により、令和
5 年度竹原市一般会計及び特別会計の歳入歳
出決算について、議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ × × × 原案

認定

議案
第 58 号

令和 5 年度竹原市下水道
事業決算認定について

地方公営企業法第 30 条第 4 項の規定により、
令和 5 年度竹原市下水道事業決算について、
議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

認定

議案
第 59 号

令和 6 年度竹原市一般会
計補正予算（第 2 号）

歳入歳出それぞれ 245,582 千円を増額補正 
するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 60 号

令和 6 年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予算

（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 3,957 千円を増額補正する
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 61 号

令和 6 年度竹原市介護保
険特別会計補正予算（第 1
号）

歳入歳出それぞれ 50,982 千円を増額補正す
るもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 62 号 財産の取得について

市庁舎移転後の新たな施設整備に向けて、隣
接民有地を活用しようとすることに伴い、同
所に所在する建物を取得するため、議会の議
決を求めるもの

総務
文教 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 ○ × × × 原案
可決

議案
第 63 号

令和 6 年度竹原市一般会
計補正予算（第 3 号）

歳入歳出それぞれ 118,890 千円を増額補正す
るもの

総務
文教 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 ○ × × × 原案
可決

議案第
64 号

令和 6 年度竹原市公共用
地先行取得事業特別会計
補正予算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 117,890 千円を増額補正す
るもの

総務
文教 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 ○ × × × 原案
可決

議案第
65 号

財産の取得について（追
認）

教科書改訂に伴い購入した教員用教科書及び
指導書について、議会の議決を経ず買入れを
行っていたため、議会の追認を求めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第
66 号

特別職の給与の特例に関
する条例の一部を改正す
る条例案

市長、副市長及び教育長の給与について、令和
6 年 10 月 1 日から令和 6 年 10 月 31 日までの
給料月額を減額する特例措置を行うもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

発議第
6-7 号

少人数学級、教職員定数
の改善及び義務教育費国
庫負担制度の負担割合引
き上げに係る意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を提
出するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

発議第
6-8 号

竹原市議会議員定数条例
案 竹原市議会の議員の定数を 10 人とするもの 省略 ○ × × × × × ○ × × 議

長 × ○ ○ × 原案
否決

●令和6年第3回定例会　議案概要・採決結果 令和6年9月3日～令和6年9月26日　○は賛成　×は反対　

たけはら市議会だより2024（令和 6 年）11 月 第 118 号（ 6 ）



… 主 な 議 案 …

議案第51号  広島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

・内　　容／ 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部
を改正する法律の施行に伴い、被保険者証が廃止されることから、関係地方公共団
体と協議の上、広島県後期高齢者医療広域連合規約を変更する。

 ・質　　疑／ マイナ保険証に完全に移行するということで、今の保険証は使えなくなるのか。高
齢者の中には、不安に思っている人もいて、わかりにくい部分もあると思うので、
その辺りの説明と対応をしていただきたい。

・答　　弁／ 今の紙の保険証が廃止になった場合、資格確認書を対象者の皆さんにお送りし、そ
れを持って医療機関等に受診してもらう形になりますので、そのことを周知、徹底
し、安心して受診していただくように考えております。今の保険証につきましては、
基本的に有効期限がありますので、期限まではマイナ保険証を持っている、持って
いないに関係なく使用できます。

議案第62号  財産の取得について

・内　　容／ 複合施設をはじめとする中心市街地エリアの一体的な再整備を進めるため、旧かつ
はら店舗建物を取得しようとするもの。

 ・質　　疑／ なぜ、本定例会での提案となったのか。

・答　　弁／ 現在、公共施設ゾーン再整備に向けてサウンディング調査*を実施しているところで
すが、本定例会にて財産の取得が認められない場合、民間参入の意向を把握するた
めのエリアが確定できていないこととなり、サウンディング調査が十分にできない
可能性もあり、その結果、公共施設ゾーン再整備に活用しようとしている国への補
助金申請に影響が出るためです。

議案第52号  工事請負契約の変更契約の締結について

・内　　容／ 楠通地区浸水対策事業雨水ポンプ場機械設備整備工事の請負契約の変更契約を締結
する。

 ・質　　疑／ 楠通地区浸水対策事業で満潮時においてポンプ設備側へ海水が流入していることが
判明したことから、設備の一部に塩害対策を施す必要が生じたためとされているが、
この変更について、当初の想定はできなかったのか。

・答　　弁／ 海水の流入については、ある程度の予測はしていましたが、掘削していく段階にお
いて塩害対策仕様に変更しなければならないまでの予測には、当初は至りませんで
した。また、今後においては、考えられる想定を加味した上で限られた予算ではあ
りますが、積算の際には十分注意いたします。

※ サウンディング調査とは…… 事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容や事業スキーム等に関
して、直接の対話により民間事業者の意見や、新たな事業提案の把握等を
行うことで、対象事業の検討を進展させるための情報収集を目的とした調
査のこと。

たけはら市議会だより第 118 号（ 7 ） 2024（令和 6 年）11 月



質
問  

平
成
30
年
市
長
選
で
今

榮
市
長
は
初
当
選
。当
時
の
後
援

会
長
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
。

答
弁 

市
長 

私
の
縁
戚
に
あ
た

り
、
過
去
か
ら
お
付
き
合
い
の

あ
る
方
で
す
。

質
問  

自
己
破
産
し
た
旧
ゆ
め

タ
ウ
ン
管
理
会
社
は
市
長
の
身

内
と
答
弁
。ど
の
よ
う
な
関
係
か
。

答
弁 
市
長 
旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
の

管
理
会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る

方
は
、
私
の
縁
戚
で
あ
り
ま
す
。

質
問  

本
年
５
月
の
全
員
協
議

会
で
旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
寄
附
受
納

を
表
明
。
管
理
会
社
が
自
己
破

産
さ
れ
た
理
由
は
。

答
弁 

市
長 

旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
は
、

昭
和
40
年
代
建
設
で
耐
震
不
足
、

改
修
費
不
足
、
そ
の
他
賃
料
等

で
破
産
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

質
問  

将
来
を
展
望
し
、
賃
料

の
積
立
等
は
な
か
っ
た
の
か
。

計
画
的
に
運
営
さ
れ
て
い
れ
ば
、

破
産
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

思
う
が
。
旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
受
納

の
場
合
、
解
体
費
を
含
め
、
そ

の
他
の
経
費
は
土
地
価
格
よ
り

は
る
か
に
高
額
と
な
り
、
市
民

負
担
と
な
る
が
。

答
弁 

市
長 

運
営
会
社
は
民
間

法
人
で
、詳
細
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、耐
震
化
が
で
き
て
い

な
い
か
ら
と
聞
い
て
い
ま
す
。

質
問  

本
市
は
消
滅
自
治
体
ト

ッ
プ
の
位
置
に
あ
り
、
旧
ゆ
め

タ
ウ
ン
寄
附
受
納
は
、
そ
の
背

中
を
押
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
回
官
民
連
携
手

法
で
機
能
と
し
て
ホ
ー
ル
、
図

書
館
、
子
育
て
支
援
等
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
問
題
に

つ
い
て
は
、
市
顧
問
弁
護
士
に

相
談
と
答
弁
。
相
談
の
記
録
は

あ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

弁
護
士
と
の
応
対

記
録
は
あ
り
ま
す
。

質
問  

破
産
管
財
人
が
資
産
整

理
し
、
債
権
者
へ
配
当
と
あ
る

が
、
債
権
者
は
誰
に
な
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

今
土
地
所
有
者
に

対
す
る
賃
料
と
、
旧
ゆ
め
タ
ウ

ン
の
運
営
業
者
に
対
す
る
債
権

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問  

管
理
会
社
の
自
己
破
産

に
市
が
関
与
す
る
こ
と
は
、
利

益
供
与
と
の
指
摘
に
弁
解
の
余

地
は
な
い
の
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
回
の
件
は
破
産

管
財
人
か
ら
市
に
提
案
が
あ
っ

た
も
の
で
、
市
の
公
共
施
設
再

整
備
の
過
程
で
総
合
的
に
判
断

し
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
建
設
資

金
は
ゆ
め
タ
ウ
ン
か
ら
の
敷
金

返
済
義
務
が
あ
る
が
、
解
決
は
。

答
弁 

市
長 

弁
護
士
か
ら
の
情

報
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問  

１
月
に
施
行
さ
れ
た
「

認
知
基
本
法
」
で
は
認
知
症
の

方
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
目
指
す
と
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

①
認
知
症
に
関
す
る
知
識
及
び

理
解
を
深
め
る
取
組
で
「
新
し

い
認
知
症
観
」
を
定
着
す
る
啓

発
は
。
②
ケ
ア
技
法
「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
」
の
市
民
講
座
や
普

及
に
つ
い
て
。
③
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
。

④
行
方
不
明
者
対
策
に
衣
服
な

ど
に
貼
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
普

及
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

答
弁 

市
長 

予
備
軍
の
軽
度
認

知
障
害
の
人
へ
「
脳
ラ
イ
フ
教

室
」
を
は
じ
め
日
常
生
活
を
回

復
さ
せ
、
地
域
の
つ
な
が
り
の

中
で
生
活
で
き
る
環
境
を
目
指

し
ま
す
。

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
ケ
ア

の
基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
環
境
で
は
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
」
や 

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
な
ど
地
域

住
民
と
の
つ
な
が
り
の
場
、
敷

居
の
低
い
相
談
の
場
を
し
っ
か

り
活
用
し
、
早
期
に
対
応
、
支

援
で
き
る
取
組
を
継
続
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

日
本
学
生
支
援
機
構
で

は
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
を
利

用
す
る
企
業
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
返
還
支
援
制
度
を
使
え

ば
、
社
員
の
課
税
額
が
減
り
、

企
業
も
損
金
算
入
で
き
、
法
人

税
を
減
ら
せ
、
社
員
と
企
業
に

と
っ
て
利
点
が
あ
り
ま
す
。
返

還
支
援
を
定
住
や
人
材
確
保
に

つ
な
げ
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　
若
者
の
切
実
な
声
を
く
み
と

り
、
奨
学
金
返
済
支
援
を
市
長

の
英
断
で
是
非
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
弁 

市
長 

地
方
公
共
団
体
が

行
う
返
還
支
援
は
若
者
の
地
方

定
着
に
有
効
な
施
策
で
あ
り
、

国
の
制
度
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
奨
学
金
返
済
支
援

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

質
問  

６
月
に
成
立
し
た
改
正

地
方
自
治
法
で
創
設
さ
れ
た
指

定
地
域
共
同
団
体
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
の
で
す
か
。

答
弁 

市
長 

地
域
で
活
動
す
る

多
様
な
団
体
の
活
動
に
対
し
、

必
要
な
支
援
策
を
講
じ
な
が
ら
、

連
携
・
協
働
し
て
、
住
民
が
安

心
し
た
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則 ●市長の政治姿勢について
●旧ゆめタウン取得問題 動 画

道
どうほう

法　知
と も え

江
● 認知症の人に寄り添った地域社会の構築について
●奨学金の返済支援
●新しい地域の姿「共同団体」の連携 動 画

たけはら市議会だより2024（令和 6 年）11 月 第 118 号（ 8 ）一 般 質 問



質
問  

三
原
の
産
廃
場
、
水
か

ら
法
定
超
の
鉛
（
最
大
1.8
倍
、

新
聞
８
／
15
）
…
繰
り
返
さ
れ

る
水
質
汚
染
に
住
民
の
不
安
や

怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応
は
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
組

合
ま
か
せ
で
な
く
、
広
島
県
が

直
接
に
汚
染
原
因
の
解
明
や
抜

本
的
な
染
防
止
対
策
が
必
要
で

す
が
、
市
長
の
対
応
は
。

答
弁 

市
長 

汚
染
物
質
や
有
害

物
質
の
混
入
防
止
は
、
展
開
検

査
や
水
質
検
査
な
ど
廃
掃
法
の

確
実
な
実
施
が
重
要
で
あ
り
、

広
島
県
に
行
政
検
査
の
充
実
強

化
な
ど
を
求
め
ま
す
。

質
問  

住
民
の
監
視
で
は
、
き

ち
ん
と
展
開
検
査
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

答
弁 

市
長 

展
開
検
査
の
確
実

な
実
施
を
竹
原
市
が
確
認
し
て

い
る
こ
と
で
は
な
く
、
県
が
行

政
検
査
を
し
て
確
認
し
て
い
ま

す
。

質
問  

実
効
あ
る
竹
原
市
水
源

保
護
条
例
の
制
定
は
急
務
で
す
。

竹
原
市
の
水
道
水
源
は
地
下
水

で
良
質
な
原
水
が
確
保
さ
れ
、

中
通
水
源
の
原
水
は
一
般
細
菌

・
大
腸
菌
と
も
に
ゼ
ロ
数
値
で

す
。

　
こ
の
水
源
を
守
る
こ
と
は
市

民
の
健
康
・
命
を
守
る
こ
と
で

あ
り
、
子
々
孫
々
ま
で
継
承
す

る
こ
と
は
竹
原
市
の
責
務
で
す

が
、
市
長
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

三
原
市
が
制
定
し

た
水
源
保
全
条
例
が
ど
の
よ
う

な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
な

情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
産
廃
場
排
水
は
広

島
県
と
連
携
し
、
水
質
の
保
全

の
た
め
、
必
要
な
取
組
を
実
施

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
入
札
の
参
加
資
格
の
確

認
は
、
竹
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
だ
れ
が

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す

か
。

　
ま
た
、
審
査
方
法
は
、
受
注

者
選
定
委
員
会
を
設
置
し
審
査

す
る
と
あ
り
ま
す
が
、
委
員
の

メ
ン
バ
ー
は
だ
れ
で
す
か
。

答
弁 

市
長 

竹
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事

業
で
外
部
委
託
す
る
場
合
は
、

市
内
に
実
施
が
可
能
な
事
業
者

が
あ
れ
ば
市
内
事
業
者
を
優
先

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
選
定
は
事
業
形
態
・
業
務
内

容
に
応
じ
て
手
法
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
の

連
携
も
意
識
し
な
が
ら
、
共
同

し
て
効
果
的
な
事
業
遂
行
が
で

き
る
か
と
い
う
視
点
を
持
ち
、

事
務
局
が
業
者
選
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

村
むらかみ

上 まゆ子 
●「こどもまんなか社会」について
●海外派遣研修について
●竹原市内の「県立高等学校在り方検討委員会」について

動 画

質
問  

竹
原
市
の
こ
ど
も
計
画

策
定
の
時
期
と
、
こ
ど
も
・
若

者
、
子
育
て
当
事
者
の
社
会
参

画
と
意
見
反
映
に
つ
い
て
。

答
弁 

市
長 

今
年
度
「
竹
原
市

こ
ど
も
計
画
」
を
策
定
す
る
。

こ
の
計
画
は
、
竹
原
市
子
ど
も

・
子
育
て
会
議
で
の
議
論
や
市

民
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
の
ほ
か
、
特
に
、
主
体

で
あ
る
こ
ど
も
・
若
者
の
声
も

聴
取
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

直
接
、
意
見
を
聴
く
場
を
設
け

る
と
共
に
、
頂
い
た
声
な
ど
を

施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
こ
ど
も
・

子
育
て
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

質
問  

海
外
派
遣
研
修
の
実
際

の
効
果
と
、
今
後
の
交
換
留
学

に
つ
い
て
。

答
弁 

教
育
長 

海
外
派
遣
研
修

は
、
児
童
生
徒
の
異
な
る
言
語

や
文
化
へ
の
興
味
・
関
心
の
高

ま
り
や
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
へ

の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
本
年
10
月
に
ホ

ノ
ウ
リ
ウ
リ
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

の
教
職
員
等
４
名
が
本
市
を
訪

れ
、
来
年
６
月
に
は
同
校
の
生

徒
が
訪
問
し
、
交
流
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
市
内
の
各
学

校
や
中
学
生
が
海
外
と
の
結
び

つ
き
を
意
識
で
き
る
よ
う
な
相

互
交
流
に
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問  

竹
原
市
内
の
県
立
高
等

学
校
在
り
方
検
討
委
員
会
に
つ

い
て
、
当
事
者
で
あ
る
在
学
高

校
生
や
卒
業
生
等
の
若
者
や
子

育
て
当
事
者
等
が
含
ま
れ
て
い

な
い
理
由
に
つ
い
て
。

答
弁 

市
長 

当
該
検
討
委
員
会

の
委
員
に
つ
い
て
は
、
学
識
経

験
者
、
教
育
関
係
者
、
保
護
者

の
代
表
、
商
工
団
体
関
係
者
等

の
10
名
で
構
成
し
て
お
り
、
客

観
的
か
つ
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら

議
論
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

第
三
者
を
中
心
と
し
た
方
々
に

就
任
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

当
事
者
で
あ
る
中
学
生
や
そ
の

保
護
者
、
あ
る
い
は
卒
業
生
な

ど
の
若
者
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
意
見
を
聴
取
す
る
。
県
立

高
等
学
校
に
つ
い
て
、
設
置
の

在
り
方
や
教
育
内
容
、
魅
力
の

向
上
策
な
ど
、
地
元
進
学
を
望

む
生
徒
が
増
え
る
方
策
を
検
討

し
た
結
果
を
市
に
報
告
し
、
そ

の
後
、
市
に
お
い
て
、
提
出
さ

れ
た
報
告
書
を
基
に
、
市
が
求

め
る
後
期
中
等
教
育
の
在
り
方

や
こ
れ
か
ら
の
県
立
高
等
学
校

に
望
む
教
育
環
境
を
内
容
と
す

る
要
望
書
を
作
成
し
、
広
島
県

教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●本郷産廃場の汚染水防止対策について

● 竹原ＤＭＯ（＝竹原観光まちづくり機構） 
について 動 画

ッ
プ
の
位
置
に
あ
り
、
旧
ゆ
め

タ
ウ
ン
寄
附
受
納
は
、
そ
の
背

中
を
押
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
回
官
民
連
携
手

法
で
機
能
と
し
て
ホ
ー
ル
、
図

書
館
、
子
育
て
支
援
等
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
問
題
に

つ
い
て
は
、
市
顧
問
弁
護
士
に

相
談
と
答
弁
。
相
談
の
記
録
は

あ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

弁
護
士
と
の
応
対

記
録
は
あ
り
ま
す
。

質
問  

破
産
管
財
人
が
資
産
整

理
し
、
債
権
者
へ
配
当
と
あ
る

が
、
債
権
者
は
誰
に
な
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

今
土
地
所
有
者
に

対
す
る
賃
料
と
、
旧
ゆ
め
タ
ウ

ン
の
運
営
業
者
に
対
す
る
債
権

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問  

管
理
会
社
の
自
己
破
産

に
市
が
関
与
す
る
こ
と
は
、
利

益
供
与
と
の
指
摘
に
弁
解
の
余

地
は
な
い
の
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
回
の
件
は
破
産

管
財
人
か
ら
市
に
提
案
が
あ
っ

た
も
の
で
、
市
の
公
共
施
設
再

整
備
の
過
程
で
総
合
的
に
判
断

し
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
建
設
資

金
は
ゆ
め
タ
ウ
ン
か
ら
の
敷
金

返
済
義
務
が
あ
る
が
、
解
決
は
。

答
弁 

市
長 

弁
護
士
か
ら
の
情

報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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質
問  

新
庄
横
大
道
川
の
水
質

検
査
の
実
施
に
つ
い
て

答
弁 

市
長 

現
在
、
椋
原
川
の

水
質
検
査
は
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
横
大
道
川
へ
は
流
れ
出
な

い
計
画
で
あ
る
と
お
伺
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
住
民

の
皆
様
の
懸
念
を
踏
ま
え
、
横

大
道
川
に
お
け
る
早
い
段
階
で

の
水
質
調
査
の
実
施
を
検
討
い

た
し
ま
す
。

質
問  

放
射
性
廃
棄
物
の
搬
入

に
つ
い
て

答
弁 

市
長 

広
島
県
に
よ
り
ま

す
と
、
放
射
性
廃
棄
物
の
搬
入

は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
仮
に
そ
う
し
た
事

実
が
確
認
さ
れ
る
場
合
は
、
市

民
の
皆
様
に
対
し
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

質
問  

広
島
県
が
行
う
浸
透
水

等
の
行
政
検
査
の
結
果
、
鉛
及

び
そ
の
化
合
物
が
基
準
値
を
超

過
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

答
弁 

市
長 

憂
慮
す
べ
き
こ
と

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
広

島
県
に
対
し
て
、
廃
棄
物
処
理

法
に
基
づ
く
監
視
指
導
の
よ
り

一
層
の
強
化
を
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問  

水
源
保
全
条
例
に
つ
い

て答
弁 

市
長 

本
郷
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
は
今
後
、
三
原
市

が
制
定
さ
れ
た
条
例
を
実
際
に

運
用
さ
れ
る
中
で
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
な
情
報
の
収
集
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

賀
茂
川
学
園
の
平
面
図

の
変
更
と
基
本
設
計
及
び
実
施

設
計
の
公
表
予
定
に
つ
い
て

答
弁 

教
育
長 

準
備
委
員
会
に

お
い
て
検
討
し
た
結
果
、
設
計

図
面
に
つ
い
て
は
修
正
が
必
要

と
判
断
し
、
第
４
回
準
備
委
員

会
で
一
定
の
ご
理
解
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
完

成
し
た
基
本
設
計
は
、
準
備
委

員
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
公
表
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  
学
校
と
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
、
協
働
で
取
り

組
ん
で
き
た
活
動
の
充
実
発
展

に
つ
い
て

答
弁 

教
育
長 
効
果
的
な
取
組

と
し
て
、
継
続
す
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

小
規
模
特
認
校
と
し
て

目
指
す
運
営
と
、
仁
賀
キ
ャ
ン

パ
ス
の
機
能
の
充
実
・
発
展
の

取
組
に
つ
い
て

答
弁 

教
育
長 

「
協
働
的
な
学

び
」
と
「
個
別
最
適
な
学
び
」

を
充
実
さ
せ
、
今
後
必
要
と
な

る
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

寄
付
と
い
う
名
の
民
間

所
有
物
件
の
売
買
を
な
ぜ
急
ぐ

の
か
。
破
産
管
財
人
も
明
確
な

取
り
壊
し
費
用
を
計
算
し
て
い

な
い
中
、
今
後
取
り
壊
し
費
用

が
増
大
し
た
場
合
に
は
、
誰
が

責
任
を
と
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

国
の
補
助
金
と
民

間
貸
付
で
対
応
で
き
ま
す
。

質
問  

隣
接
す
る
市
道
を
廃
道

と
す
る
場
合
に
は
、
近
隣
住
民

の
合
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

合
意
形
成
が
と
れ
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

合
意
形
成
に
努
め

ま
す
。

質
問  

中
心
市
街
地
活
性
化
が

で
き
る
の
は
首
都
圏
の
み
。
公

共
交
通
機
関
が
貧
弱
な
地
方
で

は
、
分
散
、
節
約
型
の
自
治
体

を
目
指
す
こ
と
が
竹
原
市
の
生

き
残
る
道
と
考
え
る
が
。

答
弁 

市
長 

利
便
性
と
経
済
性

を
両
立
で
き
る
官
民
連
携
事
業

に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期

待
に
お
応
え
で
き
る
施
設
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

な
ぜ
、
新
築
あ
り
き
な

の
か
。
修
繕
可
能
と
考
え
る
が
、

な
ぜ
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

答
弁 

市
長 

修
理
費
や
配
置
に

課
題
が
あ
る
た
め
で
す
。

質
問  

な
ぜ
、
維
持
管
理
費
を

計
算
し
て
い
な
い
の
か
。

答
弁 

市
長 

民
間
主
体
で
の
運

営
や
新
た
な
機
械
設
備
の
省
エ

ネ
化
な
ど
に
よ
り
、
維
持
管
理

費
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

質
問  

総
事
業
費
が
80
億
円
程

度
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

資
材
価
格
や
人
件
費
高
騰
な
ど

で
事
業
費
が
か
さ
ん
だ
場
合
に

は
、
す
べ
て
国
庫
補
助
対
象
と

は
な
り
え
な
い
と
考
え
る
が
。

答
弁 

市
長 

国
土
交
通
省
と
現

在
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

資
料
で
の
財
源
構
成
に
お
い
て

も
、
一
定
に
補
助
対
象
外
が
発

生
す
る
可
能
性
も
考
慮
し
、
算

定
し
て
い
ま
す
。

質
問  

す
べ
て
国
庫
補
助
対
象

で
な
い
場
合
に
は
、
市
の
基
金

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
で
は

な
い
か
。

答
弁 

市
長 

施
設
整
備
費
や
管

理
運
営
費
が
一
定
に
積
算
で
き

た
段
階
に
お
い
て
、
必
要
な
基

金
の
取
り
崩
し
額
や
時
期
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

質
問  

今
後
、解
体
費
が
増
大
し
、

地
価
相
場
を
超
え
る
単
価
に
な

っ
た
場
合
の
責
任
の
所
在
は
。

答
弁 

市
長 

見
込
み
で
１
億
円

程
度
が
市
の
負
担
と
な
る
が
、

建
物
解
体
後
に
は
土
地
を
民
間

事
業
者
へ
有
償
で
貸
し
付
け
る

た
め
、
全
体
と
し
て
は
プ
ラ
ス

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春
● 本郷安定型産業廃棄物最終処分場と 

水源保全条例の制定について
● 義務教育学校（仮称）賀茂川学園設立の 

経過について
動 画

平
ひ ら い

井　明
あきみち

道
● なぜ急ぐ複合施設とは関係のない民間物件 

 （旧イズミ）土地建物の売買の問題 動 画
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　７月２６日　総務文教委員会
　８月　１日　 公共施設ゾーン再整備調査 

特別委員会
　８月　７日　 広島中央環境衛生組合議会 

先進地視察（～８日）
　８月　９日　議会運営委員会
　８月２３日　 公共施設ゾーン再整備調査 

特別委員会
　　　　　　　民生都市建設委員会
　８月２８日　議会運営委員会
　９月　３日　本会議
　　　　　　　決算特別委員会
　９月　５日　総務文教委員会
　９月　６日　民生都市建設委員会
　９月　９日　本会議
　９月１０日　本会議
　９月１３日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　 公共施設ゾーン再整備調査 

特別委員会

　９月１７日　決算特別委員会
　９月１８日　決算特別委員会
　９月１９日　決算特別委員会
　９月２４日　決算特別委員会
　９月２６日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　総務文教委員会
　９月３０日　広島県市議会議長会臨時会
１０月　３日　愛知県一宮市議会来庁
１０月１０日　千葉県市川市議会来庁
　　　　　　　北海道石狩市議会来庁
１０月１１日　徳島県吉野川市議会来庁
１０月１６日　 総務文教委員会行政視察 

（～１８日）
１０月１７日　岐阜県美濃市議会来庁
１０月２１日　広島県水道広域企業団全員協議会
１０月２２日　青森県三沢市議会来庁
１０月２３日　 民生都市建設委員会行政視察 

（～２５日）

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会を2回開催しました（9/3,10/10）。

公共施設ゾーン再整備調査特別委員会
委員長　今田　佳男　

答
弁 

市
長 

民
間
主
体
で
の
運

営
や
新
た
な
機
械
設
備
の
省
エ

ネ
化
な
ど
に
よ
り
、
維
持
管
理

費
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

質
問  

総
事
業
費
が
80
億
円
程

度
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

資
材
価
格
や
人
件
費
高
騰
な
ど

で
事
業
費
が
か
さ
ん
だ
場
合
に

は
、
す
べ
て
国
庫
補
助
対
象
と

は
な
り
え
な
い
と
考
え
る
が
。

答
弁 

市
長 

国
土
交
通
省
と
現

在
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

資
料
で
の
財
源
構
成
に
お
い
て

も
、
一
定
に
補
助
対
象
外
が
発

生
す
る
可
能
性
も
考
慮
し
、
算

定
し
て
い
ま
す
。

質
問  

す
べ
て
国
庫
補
助
対
象

で
な
い
場
合
に
は
、
市
の
基
金

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
で
は

な
い
か
。

答
弁 

市
長 

施
設
整
備
費
や
管

理
運
営
費
が
一
定
に
積
算
で
き

た
段
階
に
お
い
て
、
必
要
な
基

金
の
取
り
崩
し
額
や
時
期
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

質
問  

今
後
、解
体
費
が
増
大
し
、

地
価
相
場
を
超
え
る
単
価
に
な

っ
た
場
合
の
責
任
の
所
在
は
。

答
弁 

市
長 

見
込
み
で
１
億
円

程
度
が
市
の
負
担
と
な
る
が
、

建
物
解
体
後
に
は
土
地
を
民
間

事
業
者
へ
有
償
で
貸
し
付
け
る

た
め
、
全
体
と
し
て
は
プ
ラ
ス

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　令和6年5月17日に全員協議会において、「公共施設ゾーン再整備検討事業に係る取組状況に
ついて」説明があり、その後議長を除く全議員で構成する「公共施設ゾーン再整備調査特別委員
会」を設けて調査をすることとなり、下記の日程で審査を行った。

第１回 《令和6年7月19日》公共施設ゾーン再整備検討事業に係る取組状況について

第２回 《令和6年8月1日》旧ゆめタウン店舗及び敷地の市への寄付について
  旧ゆめタウンの建物所有会社の破産管財人である山岡嗣也弁護士を参考人招致し

て、経緯などを確認した

第３回 《令和6年8月23日》旧ゆめタウン店舗建物の解体について

第４回 《令和6年9月13日》公共施設ゾーン再整備検討事業に係る取組状況について

 今後、参考事例となる他市の視察を検討しています。

 ※竹原市のホームページで資料を確認することができます。
  「公共施設ゾーン再整備調査特別委員会録画放送」で検索してください。
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

お 知 ら せ
検索

竹原市議会

▲たけはら観光案内所の様子

　
今
回
の
定
例
会
は
決
算
特
別
委
員

会
や
今
、
市
民
の
一
番
の
関
心
事
で

あ
る
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
再
整
備
に
関

わ
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
日
程
を
決
め
る
議
会
運
営
委

員
会
で
は
、
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
再
整

備
調
査
特
別
委
員
会
で
ま
だ
議
論
が

尽
く
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
が
あ

る
店
舗
買
収
や
店
舗
駐
車
場
の
購
入

の
補
正
予
算
を
今
回
の
定
例
会
で
議

案
に
上
げ
る
の
は
時
期
尚
早
で
、
も

っ
と
し
っ
か
り
議
論
を
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
議
案

上
程
の
可
否
の
権
利
を
有
し
な
い
議

会
運
営
委
員
会
で
は
あ
る
が
、
議
事

進
行
上
採
決
を
し
た
結
果
、
４
対
１

の
反
対
多
数
で
し
た
。
委
員
の
意
見

を
尊
重
し
、
一
旦
議
長
に
差
し
戻
し
、

市
長
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
提
案

権
を
有
す
る
市
長
の
思
い
は
変
わ
ら

ず
、
委
員
会
で
は
反
対
多
数
で
あ
り
、

納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

た
が
、
上
程
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
調
査
特
別
委
員
会
で
審
議
は
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
議
論
が
尽
く

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
、

今
後
も
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
し

っ
か
り
と
議
論
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

平
井　
明
道

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　
◎
村
上
ま
ゆ
子
　
○
平
井
　
明
道

　
　
蕎
麦
田
俊
夫
　
　
今
田
　
佳
男

　
　
堀
越
　
賢
二
　
　
宇
野
　
武
則

編
集
後
記

《
特
集
後
記
》

　
竹
原
市
観
光
協
会
が
新
体
制
と
な

り
、
組
織
内
に
２
つ
の
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
に
事
業
実

施
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　
花
火
大
会
に
合
わ
せ
て
開
催
し
た

「
ぶ
ち
ア
ゲ
サ
ブ
会
場
」
は
２
回
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
盛
況
で
、
出

店
者
も
来
場
者
も
主
催
者
も
が
充
実

し
た
事
業
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　
現
在
は
、
竹
原
市
・
商
工
会
議
所

・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
観
光
協
会
と
あ
り
ま
す

が
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
一
元
化
で
き
る
も
の

は
取
り
組
む
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
取
材
の
中
で
「
必
要
と
さ
れ
る
観

光
協
会
を
目
指
す
！
」
と
の
言
葉
を

聞
い
た
と
き
、
観
光
協
会
は
変
わ
っ

た
な
と
感
じ
、
協
会
の
想
い
が
強
く

心
に
響
き
ま
し
た
。

　
協
会
が
レ
ス
ポ
ン
ス
よ
く
活
動
す

る
こ
と
で
周
囲
を
巻
き
込
み
、
ま
た

そ
の
方
た
ち
が
主
体
に
動
き
出
し
て

お
り
、
観
光
協
会
の
想
い
が
伝
播
し
、

シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
行
動
す
る
竹
原
市
観
光
協
会
が
仕

掛
け
る
次
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
年
明

け
に
企
画
し
て
い
る
吉
名
町
で
の
イ

ベ
ン
ト
（
仮
称
）
吉
名
な
め
ん
な
よ

フ
ェ
ス
２
０
２
５
。

　
観
光
協
会
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

 

堀
越　
賢
二

竹
原
市
観
光
協
会

特  集
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